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山梨大学学生フォーミュラ部



活動方針

私たち山梨大学学生フォーミュラ部は、自動車技術会主
催の「全日本学生フォーミュラ大会」に参加することを目的と
し、フォーミュラカーの設計・製作を行っております。

常に新しいことに挑戦し、それに向けて深い探求と、独創的
な想像を行うことによって、様々な技術・経験を積み、部として
個人としての成長と確立を目指してゆきます。

21世紀の社会が要求する、すぐれた技術者になる

個々の成長と技術の向上を目指し、ものづくり活動を行いま
す。そして、「人と工学と環境との協調」を目指し、車両製作を
通じて
以下の点に力を注いだ活動を展開していきます。

・授業で学んだことを生かし、ものづくりを行う
・工学の知識・技術を実体験を通して身につける
・プレゼンテーション能力・コスト感覚を身につける
・環境負荷低減に向けて車両開発・製作を行う

（例：排気触媒の採用・加工工程低減によるCO2排出量の削減）
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大会背景

学生自らが設計・製作をしたオープンホイールのレーシン
グカーを持ち寄り、構想提案・設計・コストからマシンの走
行・燃費性能までの「ものづくりの総合力」を競う技術コンテ
ストです。

大会概要

全日本学生フォーミュラ大会

大会理念

Competition

少子化問題少子化問題少子化問題少子化問題、、、、若者若者若者若者のののの理工系離理工系離理工系離理工系離れれれれ

09年大会集合写真

将来の国際競争力・企業競争力の低下
優秀な技術者の不足

実習や設計・製図のカリキュラムの減少

技術立国「日本の崩壊」を食
い止めるためにも、学生が実
際にものに接し、創っていく
機会を増やすことで技術の理
解を深め、実践的な能力を
養っていく
→技術者育成の必要性

• ものづくりの機会を提供することに
より、工学教育活性化に寄与する。

• １年間を通じてレーシングカーを開
発・製作することによって、学生が
ものづくりの本質やそのプロセスを
学び、ものづくりの厳しさ・おもしろ
さ・喜びを実感する 。

• 競技会では、走行性能だけでなく、
車両のマーケティング、企画・設
計・製作、コスト等のものづくりに
おける総合力を競う。

• 学生に対しては自己能力向上の
場、企業に対しては将来を担う有
能な人材発掘の場を提供する。



History 2007-2009

弊部の軌跡
2007年度

History

弊部にとって大会初参加となった年
です。大会結果は、静的審査で好成績
を収めたためルーキー賞2位、またベ
ストWEBサイト賞努力賞を受賞しました。

大会参加二年目となり、前年よりも組
織力・技術力ともに進化させ、車両の
完成度を大きく上げることができました。

大会では静的審査で健闘しましたが、
動的審査で得点を得ることができず、
好成績を収めることはできませんでし
た。

大会参加三年目に入り、さらなる車両
の進化を遂げました。大会では、前年ま
で果すことが出来なかった、すべての動
的審査の参加を実現することができまし
た。

総合順位総合順位総合順位総合順位 44/6144/6144/6144/61位位位位

総合順位総合順位総合順位総合順位 41/7741/7741/7741/77位位位位

総合順位総合順位総合順位総合順位 37/8037/8037/8037/80位位位位

2008年度

2009年度



Highlight 2009

2009年度 活動報告

Highlight 2009

昨年度の弊部は「風林火山」という新たなコンセプトを掲げ、第三
号機となる「YFR SHINGEN09」の製作を開始しました。この車両の
昨年度からの進化は、これまで十分に行うことのできなかったエン
ジンの調整を進めることに成功し、走行試験を行うことができ、車両
の完成度を高めることができたことです。しかし、製作においては
日程管理ができていなかったため、昨年と変わらずスムーズに進
めることができず、予定よりも大幅に遅れてしまいました。

大会におきましては三年目ということもあり、今までの経験を生か
し、技術車検を一日目で通すことができました。また、成績は静的
審査で昨年と同様好成績を収め、すべての動的審査に参加するこ
とができたため、昨年よりも高得点を得ることができました。しかし、
全体の順位では37位と上位に食い込むことができず、悔しい結果
となりました。



2010年度 車両開発

マシンコンセプト

Concept

メインコンセプト

サブコンセプト

風 林 火 山
・風 コーナリング性能
・林 環境性能
・火 加速度性
・山 制動力

耐久第一・旋回第二
耐久第一とは、昨年までの車両は大会の耐久走行で、エンジント

ラブルやパーツの破損などによってリタイヤしていため、耐久性能
を一番に考えて設計することを目標にしたことから来ています。

旋回第二とは、耐久性能を優先して設計することで、旋回性能ま
た加速・制動性能を落としてしまわないように、耐久性と旋回性の
両立を目指すことから来ています。

2010年度車両には、メインコンセプトに加えサブコンセプトを立て
ました。このサブコンセプトとは、各班ごとのコンセプトにまとまりを
出すために、より具体的なものとして掲げました。



エコロジー

地球環境への対応

Ecology

背景

近年「エコ」という言葉が流行るほど、環境問題は悪化の一途を
辿っており、そのなかで自動車が環境に与える悪影響は周知の通り
です。しかし現代社会、私たちにとって自動車は必要不可欠な存在
であり、国民の雇用を支える産業としてなくてはならない存在です。
このような経緯から、最近ではハイブリッドカーや燃料電池を始めと
する、自動車の低公害化技術が様々な方面で研究開発され、市販
化されています。

以上のことを踏まえ、私たち学生でもできる第一歩として地球環境
へ配慮した車両作りをスタートさせました。
ECOへの取組み

私たちの車両は2007年の初参加時に、大会史上初めて排気触媒
を搭載し、いち早く環境対策を行ってきました。また、2008年，2009
年の車両では排気触媒に加え、ブローバイガスを浄化するための
キャニスタを搭載し、さらなる環境対策を行いました。

2010年車両では環境対策における研究をさらに突き詰め、環境
負荷低減と走行性能の両立を図りながら開発を進めていきます。

活性炭活性炭活性炭活性炭によるによるによるによるブローバイガスブローバイガスブローバイガスブローバイガスのののの浄化浄化浄化浄化 排気触媒排気触媒排気触媒排気触媒をををを搭載搭載搭載搭載したしたしたした09年車両年車両年車両年車両



チームマネージメント

2010年度 新体制

Management

年間予定

2010年の新体制は、チーム代表・総務部長・技術部長の三チーム
で運営していきます。この三人で仕事の役割を分担し、日程管理を
徹底することで製作に遅れを出さないようにしていきます。
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スホンサー

御支援のお願い

Sponsor

私たちはこの活動にᚚ支᥼していただけるスホンサー様をເ集して
おります。

・ 部ရ・材料等のᚚ支᥼
・ ㈨㔠のᚚ支᥼
・ 技術指ᑟにおけるᚚ指ᑟ

以上のようなご支᥼をしていただけるスホンサー様を探しておりま
す。ᚚ支᥼していただいたスホンサー様に対しましては、

・・・・ 競技車両競技車両競技車両競技車両へのへのへのへのスホンサースホンサースホンサースホンサー様様様様ののののステッカーステッカーステッカーステッカー㈞㈞㈞㈞りりりり௜௜௜௜けけけけ
・・・・ 弊部弊部弊部弊部ホームヘージホームヘージホームヘージホームヘージににににグ載グ載グ載グ載
・・・・ 大会大会大会大会・・・・イベントイベントイベントイベント時時時時にににに展♧展♧展♧展♧するするするするスホンサーペートスホンサーペートスホンサーペートスホンサーペートへへへへグ載グ載グ載グ載
・・・・ ┴ෆ発行┴ෆ発行┴ෆ発行┴ෆ発行のののの自動車㞧ㄅ自動車㞧ㄅ自動車㞧ㄅ自動車㞧ㄅにににに弊部活動⤂௓弊部活動⤂௓弊部活動⤂௓弊部活動⤂௓とともにとともにとともにとともにグ載グ載グ載グ載

などのできる㝈りのᗈሗ活動を行っていきます。
ᑡしでも⯆࿡をもたれた方は䛬ひこちらまでご連⤡ください。

f-circle@yamanashi.ac.jp



問い合わせ先など

最後に

Information

私たち山梨大学学生フォーミュラ部は、今年度で大会出場ᅄ年目
となります。遃ཤ三年間では大会参加を通じて、ものづくりから始ま
り組織の運営までከくのことを学びました。しかし、まだ学ぶべきこと
はたくさんあり、さらなる順位上᪼を目指していかなければなりませ
ん。

2010年度も、部ဨ一人一人が自身の技術力・知識を඘実させ、車
両の設計・製作にྲྀり組んでいきたいと考えております。そして、こ
の活動を通し、大学で学んだことを実㊶し発展させ、社会において
༶戦力となれるような人材を目指していきたいと考えております。

私たちの活動に⯆࿡をもたれた方は᫝㠀ご連⤡ください。また、私
たちの活動へのご協力よろしくお㢪いいたします。
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山梨大学学生山梨大学学生山梨大学学生山梨大学学生フォーミュラフォーミュラフォーミュラフォーミュラ部部部部 eeee----mailmailmailmail゠ドレス゠ドレス゠ドレス゠ドレス

チームチームチームチーム代代代代
表表表表山梨大学工学部機Ე山梨大学工学部機Ე山梨大学工学部機Ე山梨大学工学部機Ეシステムシステムシステムシステム工学⛉工学⛉工学⛉工学⛉ヅゴインコースヅゴインコースヅゴインコースヅゴインコース
3333年年年年 ◁ཎ◁ཎ◁ཎ◁ཎ ᏹගᏹගᏹගᏹග 㻔㻔㻔㻔ストハラストハラストハラストハラ バロミツバロミツバロミツバロミツ㻕㻕㻕㻕
EEEE----mail 㻦 t07md020㻬yamanashi㻚ac㻚jpmail 㻦 t07md020㻬yamanashi㻚ac㻚jpmail 㻦 t07md020㻬yamanashi㻚ac㻚jpmail 㻦 t07md020㻬yamanashi㻚ac㻚jp

公ᘧ公ᘧ公ᘧ公ᘧホームヘージホームヘージホームヘージホームヘージUR㻸UR㻸UR㻸UR㻸
http㻦//www㻚ccn㻚yamanashi㻚ac㻚jp/~fhttp㻦//www㻚ccn㻚yamanashi㻚ac㻚jp/~fhttp㻦//www㻚ccn㻚yamanashi㻚ac㻚jp/~fhttp㻦//www㻚ccn㻚yamanashi㻚ac㻚jp/~f----circle/circle/circle/circle/

f-circle@yamanashi.ac.jp


